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［成果情報名］カドミウム汚染水田土壌の修復期間を短縮できる水管理法

［要約］カドミウム（ ）汚染水田において、 吸収能力の高いイネを移植１ヵ月後にCd Cd

落水し、それ以降は灌漑しない水管理で栽培すると 吸収量は増大し、土壌中の 濃度Cd Cd

が低下し、汚染土壌を修復できる。
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［背景・ねらい］

（ ） 。カドミウム 汚染農地の修復には客土が最も確実な方法であるがコストがかかるCd

このため、 以下の汚染程度が低い農地には土壌中の を植物に吸収させて圃場3 mg kg Cd-1

外に持ち出す修復法（ファイトレメディエーション）が有効である。この方法は土木工事

が不要で低コストで行える反面、 除去速度が緩やかなため修復に時間がかかる。Cd

そこで、 吸収能力の高いイネ品種（ 高吸収イネ）を用い、汚染土壌の修復期間をCd Cd

短縮できる効率的な水管理法を確立する。

［成果の内容・特徴］

． 、 、１ イネの 吸収量を増加させるためには 最高分げつ期に当たる移植１ヵ月後に落水しCd

それ以降は灌漑しない水管理が適する（図 。1）

２．この方法により、土壌中の 濃度を 年間で約 ％低下できる（図 。Cd 2 20 2）

土壌中の 濃度３．土壌中の 濃度が 年間に ％低下すると仮定した場合、Cd 1 10 4年間で Cd

（図 。は初期の65％に低下する 3）

［成果の活用面・留意点］

１ 「植物による土壌のカドミウム浄化技術確立実証調査計画指針」に登載し、カドミウ．

ム汚染土壌を修復する上での資料として活用する。

２． - は短稈の晩生品種で、移植時期を 月下旬にすると 吸収量が多くなる。モIR 8 4 Cd

ーれつは稈長約 の中生品種で、脱粒性が易である。100 cm

３． 高吸収イネを用いたファイトレメディエーションでは土壌肥沃度が低下するおそCd

れがあるため、必要に応じて堆肥投入等の土づくりを行う。

４． 高吸収イネは収穫・乾燥した後、処理場に輸送し、 ℃以上に昇温した焼却炉Cd 900

で焼却、 を回収する。Cd



［具体的データ］

［その他］
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図１　イネ地上部のＣｄ吸収量の経時変化
注） 1.土壌は細粒灰色低地土
　    2.品種：モーれつ、播種日：16年5月26日、移植日：
　      6月24日、施肥量：14kgN 10a-1、栽植密度：22株 m-2。
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       図２　２作経過後の土壌Cd濃度の減少割合
       注） 1.△：IR-8、●：モーれつ
　　　　　  2.枠圃場での試験結果
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図３　土壌中のCd濃度の減少予測
注） 点線は95％信頼曲線。

Cd

ｙ = 100×（1 - 1/10）ｘ


